履　歴　書


写　　真

	ふりがな
	
	

	氏名
	
	

	生年月日
	　　　　　年　　　月　　　日 （満　　　歳）
	

	国籍
※日本以外の場合
	
	性別
	男　・　女
	

	旧氏名
	
	改姓年月日
	　　年　　月　　日

	ふりがな
	
	電話
（　　　　）
　　　 －

	現住所
	〒　　　－


	

	ふりがな
	

	連絡先
	〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入）

携帯　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　　　　　　　　@

	学





歴
	学校名・学部科名
	修学期間
	卒・修・中退の別

	
	
	年　　月　～　　年　　月
	第　　学年

	
	
	年　　月　～　　年　　月
	第　　学年

	
	
	年　　月　～　　年　　月
	第　　学年

	
	
	年　　月　～　　年　　月
	第　　学年

	
	
	年　　月　～　　年　　月
	第　　学年

	
	
	年　　月　～　　年　　月
	第　　学年

	免
許
・
資
格
	免許・資格名称
	取得年月日

	
	
	　　　　年　　　月　　　日

	
	
	　　　　年　　　月　　　日

	
	
	　　　　年　　　月　　　日

	
	
	　　　　年　　　月　　　日

	賞罰
	賞
	

	
	罰
	



	職　　　　　　　　　　　　　歴

	自
	至
	職歴事項（勤務先、職種、常勤・非常勤の別を明記すること。）

	年
	月
	日
	年
	月
	日
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	別記の注意事項に同意し、この履歴書に記載した事項は事実と相違ないことを誓約します。採用された場合において記載事項に虚偽があることが判明したときは、懲戒処分等のいかなる処置を受けても異存ありません。

　　　年　　　月　　　日　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※必ず自署すること。



別　記

（記入要領）
・氏名欄は、戸籍に記載されているものを楷書で記載すること。
・学歴欄は、義務教育後の学校等について、学部・学科・専攻等まで記載すること。
・学歴欄の就学期間の年月日は、必ず証明書と一致させること。
・賞罰欄は、無ければそれぞれ「無」と記載すること。
・賞罰欄の「罰」の項目には、刑事罰のみでなく、学生に対するセクハラ・性暴力等を原因とする過去の懲戒処分歴や、その原因となった具体的な事由について記載すること。
・職歴欄は、個々の職歴について、必ず「勤務先」「職種」「常勤・非常勤の別（フルタイム勤務か短時間勤務かの別。労働契約の期間が有期か無期かは問わない。）」を記載すること。（記載例：〇年〇月〇日～○年○月○日　〇〇大学〇〇学部・教授・常勤、等。但し、例えば「非常勤講師」等、その１語で職種と常勤・非常勤の別が判別できるものは単独で構わない。）
・学歴・職歴欄等が不足する場合は、適宜行を追加すること。
・署名欄は、作成年月日及び氏名を自筆で記載すること。（その他の事項は全てワープロ打ち可。押印不要。）

（注意事項）
・経歴等に係る自己申告の内容に疑義が生じた場合、過去の勤務先に詳細を確認したり、退職理由や懲戒処分事案の概要等の情報を照会することがあります。
